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製鋼スラグ中のリン 提案プロセス

リン二次資源由来粗リン酸からのリン回収

Fig. Critical Raw Materials by the European Commission[3-5] 

Fig. The material flow of phosphorus within the recovery process [６] 

リン鉱石はリンの一次資源、下水汚泥と製鋼スラグが二つの
最も重要な二次リン資源と考えられる。
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鉄鋼製錬プロセス 多くの産業分野のリンの重要性とは
異なり、リンは鉄鋼材料に対する有害
元素として、粗鋼中に混入するリンを
除去する。

• リン酸カルシウムとして脱リンスラ
グ中数％まで濃縮する
• 有害貴金属をほとんど含んでいない

リン鉱石および粗鋼の生産量、P2O5の消費量（2018年）

ほとんどの国では、リン鉱石の生産
がリンの重要を満たせない。一方、粗
鋼は生産量が多く、それに伴い製鋼ス
ラグの生産量も多く、それに含まれる

リンの量も多くなることは明らかであ
る。

リン鉱石が豊富な国はごく限られて
いるが、鉄鋼生産が多い国もある。

• 供給が安定

4H3PO4+10C=P4+6H2O+10CO
・装置は電気炉または燃焼炉

・原料は製鋼脱リンスラグ等の二次リン資源から製造した粗リン酸と

炭材

・温度は現行法より遥かに低い700～1000℃
・放射性物質のガス化なし

・有害重金属を含む廃棄物発生なし

提案プロセス

低いエネルギー消費

2Ca3P2O8+10C=P4+6CaO+10CO
・装置は電気炉

・原料はリン鉱石に硅石とコークス

・電力を大量に消費

・放射性物質がガス化

・有害重金属を含むスラグが大量発生

現行プロセス

黄リン1トン当たり約14,000kwh
下水汚泥などのリン二次資源由来粗リン酸から半導体製造に

対応できる黄リンの製造が成功した。

本実験中下水汚泥由来粗リン酸
から回収した黄リンの写真

本実験から生成した黄リン
のラマン分光結果


